
佐賀市の取組事例

令和５年９月２０日
佐賀市上下水道局下水道施設課

国内肥料資源の利用拡大に向けたマッチングフォーラムin九州



佐賀市の概要

◆ 基本情報

面積：431.42ｋ㎡

人口：228,553人（R5.3時点）

◆ 自然

・肥沃な佐賀平野

・日本一の干満差を誇る有明海

（ラムサール条約湿地）

◆ 特産品・観光等

・海苔（19年連続日本一）

・みかん、たまねぎ

・バルーンフェスタ

有明海



2023 SAGA INTERNATIONAL

BALLOON FIESTA

2023.11.1-11.5



佐賀市の下水道（令和３年度決算値）

• 排除方式 ：分流式

• 管渠総延長 ：948km

• マンホール基数：31,919基

• ポンプ場数 ：汚水9か所

雨水3か所

• 処理場数 ：1箇所

普及状況＜令和３年度決算値＞

項 目 公共下水道

普及世帯数 74,087戸

水洗化世帯数 68,699戸

水洗化率 92.73%

水洗化戸数 74,837戸

佐賀市下水道等エリアマップ

公共

：公共下水道

：特定環境保全公共下水道

：農業集落排水



汚泥処理施設へ

消毒設備

最初沈殿池沈砂池 反応槽 最終沈殿池

下水処理の工程
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※汚泥処理の途中段階である消化ガス利用は含まれない。
※2011年度のその他は、97.6%が場内ストックである。

全国の下水汚泥の処理状況

緑農地利用（堆肥化）は
14％に留まる

※出典 ： 国土交通省



H19.6 乾燥焼却炉の故障

乾燥焼却炉 乾燥焼却炉の停止に伴い、
脱水汚泥全量を産廃処分

環境面とコスト面の
両立を目指そう！

H19年以前は佐賀市でも焼却処分

乾燥焼却炉を更新するか・・・？
↓

×



市民に喜ばれる循環型社会をめざして

下水汚泥の有効活用 ⇒ 肥料化

焼却処分と比較
汚泥処分コスト ４０％削減
二酸化炭素排出量 ８６％削減

平成21年10月～R7年３月 DBO方式（S&K佐賀）



堆肥化施設 （平成21年10月稼動）

外観
36m×107.6m

脱臭棟
（生物脱臭）



「もみがら」を利用した生物脱臭



下水汚泥 （脱水汚泥 含水率：約８０％）



肥料製造（100℃近くの超高温発酵）

●100℃近い超高温発酵

●病原菌や雑草種子は死滅

● 45日間 発酵を繰り返す

● さらに30日間 熟成

●うまみ成分のアミノ酸・

アスパラギン酸が豊富

販売価格

10kg 20円



発酵中の汚泥（100℃近くの超高温発酵）
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出来上がった肥料



市民自ら肥料を袋詰め



普通肥料登録

•登録日：平成22年3月25日

•肥料の種類：汚泥発酵肥料

•肥料の名称：かんとりースーパー佐賀

•Ｎ：Ｐ：Ｋ＝2.1：4.5：0.41 (単位：％)

•水分率：３３％

•重金属類：公定規格をクリア

•平成２３年4月1日から 有料 2円/１ｋｇ



重金属分析結果（mg/kg) （乾物当たり）

項目/採取日 許容量 2022/9/8 2022/12/16 2023/3/2 2023/6/8

ヒ素 50 5.8 4.7 4.4 5.5

カドミウム 5 1.4 1.1 1.2 1.3

水銀 2 0.4 0.3 0.3 0.4

ニッケル 300 26 23 22 32

クロム 500 33 33 29 35

鉛 100 21 20 18 24

肥料分析結果（現物当たり）

項目/採取日 単位 2022/9/8 2022/12/16 2023/3/2 2023/6/8

pH - 7.4 7.6 7.5 7.5

全窒素 % 2.7 2.9 3.0 1.4

リン酸 P2O5% 4.9 4.6 5.2 4.4

カリウム K2O% 0.24 0.22 0.23 0.26

C/N比 - 3.4 3.5 4.1 4.1

下水道由来肥料の成分（年４回測定）
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佐賀市の下水道由来肥料

R4 化学肥料高騰！
国内資源として下水汚泥肥料が注目！

TV放映（NHK、サガテレビ）
新聞掲載（朝日、佐賀、読売、日経等）



下水汚泥肥料下水汚泥肥料
普及展開には

のイメージアップが必要

肥料化に取り組んでいる国内約1,000処理場の内訳
①下水道管理者による肥料化:74箇所
うち、下水道管理者による肥料化:60箇所
うち、リン回収:6箇所
うち、他の下水道管理者に引き渡し:8箇所

②自治体内での肥料化（下水道部局以外）:35箇所
③民間企業による肥料化:896箇所
うち、民間企業等（処理場内施設）:10箇所
うち、民間企業等（処理場外施設）:886箇所

国内での下水汚泥肥料化の状況



地域が元気になる

BISTRO下水道
微生物が創るうま味と笑顔のストーリー

国土交通省と日本下水道協会が主導して

下水道資源を農作物の栽培等に有効利用し

農業等の生産性向上に貢献する取組みを

「BISTRO下水道」と称して推進中
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高橋恵子さんの
すこやかSWEET

アスパラガス

さらに品質が上がり
高付加価値農業が実現



じゅんかん育ち in SAGA

フレンチレストラン 山カフェ ＫＵＲＥＨＡ 【佐賀市大和町】

シェフおまかせ
《アスパラのフルコー

ス》

シェフ絶賛の食材完成！「ビストロ下水道 in 佐賀」が美味しくおしゃれに広がり出しました！

ク  レ  ハ



佐賀市は「ビストロ下水道 in 佐賀」として出展

2015.01.15~18
食 と 下 水 道 の 連 携 

秀島市長も応援販売



上下水道局関係者と地元住民で野菜の植え付
（浄水汚泥と下水道堆肥で土つくり）



下水浄化センター内にて

地元園児たちによる芋掘り（毎年実施）



農業勉強会（毎回 60～80人参加）

下水道由来肥料の有効性を農業者や市民に説明

定期開催の NPO法人 循環型環境・農業の会
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